
ドーデp『最後の授業（Laderniereclasse）』

をめぐる諸問題

砂　原　教　粥

『最期叫受柴』はトーチの如編渠『月曜物．．71（ComteSduLundl）』の［7頭

にrP■こかれた行γ．な‖吾である。トーテは1871年7日から】椚2中3Jlまではパリの

新聞『ソワール』に、4日からは新l用『レウェンヌマノ　ついで『ヒア／・ビュ

7リ　ノク』と移ノ）て‖耀lにとに机編を掲職し、187的二日目こ速戦を終えると、

HH了本として川口している。

この『最後の授業（Ladernl81℃Classp）』は1872イ15月13日（‖帖旧）『レ

ウJヌマン』紙lに掲職された。1872年のナrr促l椚－で敗れて、トイノに割譲さ

れるアルザスを鍾千丁にした伽．穴である。アメル先年は「フラノス．，否は世界中で

もっとも美しく、いちばん叩快で、いちばんノJ強い「う葉である｛〕ある民族が奴

隷になっても、そのLl三】U．′丁を保っているかきりは、その牢獄の鋤を掘っているよ

うな物たから、フランス出をよく守1て決して忘れないように」と－n供達にと

き、『7ラ／スノノ歳』と黒勅封こ書いて上ってゆく、というのがあらすじである。

色々の問題をはらむ如編だが、さすがトーチたけあ一）て、尖にうまくイノ1られて

いて、笹苦も敗Hll両こフランス‖化をノJケんだときに読んで感銘を受けたことを

′見えている。

伐たち戦中派はこの物語を教科刀では習っていないが、戦後は、ほとんとの

人が国語の教科．日で学んでいたようである。ところが現在の教科Lリからは宗全

にrF■iえよっているそうである。これはと〃）名作か完全に散村．】iかりrl■iえ去一）た

のは仙1．女だろうかり

この旭編の瑚台に仁一）たアルザス（AIsa（・P）から見てゆこう。アルザスは

ラインrl・†／．に三、すなわちブラ／ス・札邪のライ／河l叫岸地域にある。現仙まオー一一・・・

ラノ（HauLRhln）県、ハ・ラノ日　用as－Rhm）に分けられている。この7
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ト帽丁一m後叫蓬莱HJadernl占rer】assp）llJをめくる誹l礼題（劇痛1）

ルザスに接し、ロレーヌがあるが、ロレーヌはモーゼル（Moselle）県をなし

ている。このアルザスは気候穏和で、葡萄酒は自署であるか、十地は肥沃であ

る〝）で、穀物の生座が多い。さらに鉄、ム歳の／Ⅰ一作「塙はヨ一口ソハ随一である

かゆ元に■t■くから独・仏の争奪の旭に仁一，た。

、l′几ネlの‥l押入市村事蝿によると、r軌－114，520車力キロ、人l巨オー・ラノリ．t

5鋸J5丁人、ハ・ランリ，t82ノ了千人となっている。別の統封によると、1910年現

／rアルザス一・tコ一一レヌ住民の87％がトイツ語、11％がフランスし．吾であり、宗

教でみるなら新教徒は2296、カトリノク教徒は76％、わずかのイスラム教徒と

なっているr）新教閥トイノ、カトリノク川フラ／スと比へるとやはりそぴ）二jミ教

代祝は複雑である言わさるをえない。

アルザスぴ）脛史は164郎1－を【xUJりとして　分される。前の1011柏己聞か神lIl■ロー

マ′■、l川【、尋なわちトイノL州叫で経過した。後の3日紀聞はフラノス領である。

但しフラノス時代の終わり旭、アルザスは2度トイツ領になる。すなわち1即日

てい二はトイソ㈲玉】、1918年にはフランス、1940年にはまたナチス・トイノ、

19購伸二はフランスにな－）たので、結局41弦国名および制度の変更を蒙←）たこ

とになる。

少しく脛史をさかのはってみると、久しくケルト族が州1していた。その後

ケルマノ旅かHHIl胤まで居住していたが、BC58カエサルにうち負かされて

ローマ紬こなった。ローマ再の野営地は多分現在のストラスフールたったらし

いし　′→いて7レマン族が侵入して、ローマ人やフランク旅と酢突したが、496

隼のトルヒア′ク（場所不明。多分アルザス）の決戦で、プラ／ク族か勝利し

ている。この結黒、フランク族はアルザス北紬こ定右し、アレマン族は向へ追

われる。49（川クロウィスによ一Jてフラ／ク目上lが樹立されると、この地力も

この1＿国の文代己卜に入った。だが、640年頃アルザス公閥になってはじめて政

治的紙　休か彬戌された。1j教伸こはストラスフール．り教の支配寸に揖かれて

いるr，

り丁ルタノ条約（843）でフラノクHklは3十に分．州Fl続されたr－　この条約

では相続人3人の分配の均作という見地から、∴語扶況（1峠もう比に」1、適の

フランク日．′lから裏方は．1．ケルマン‖吾、l句小はロマン語に移fJしていた－fe

llf5－



トーデーt用㍍かけ憧業（lJadm11如ぐ1asstl）』をめくる諸≠」題（砂Jl；と）

ストラスフルクの黒い（針は）はこの両ノ」の言姓で．」ミかれている－）をJIl槻

して、山部ではライ／河、1≠邪では1ス∴コ一一川、マース川、ソ一一ヌ川、ローーヌ

河というIl然州境に勅■て塙捏練を引いた‖　この結果′lまれたrtん日曜）長糾い

日豪を長リjロクール几otl－a】、ここからLoulとlrlll紳－のHがおこる）が州続

し、」とはアーへノ、l車はローマと2つ（ノ汗川」かr■■・】r’かれた。

メルセノ条約（那0）では、この1く釦】いlい11車Jうち、イクリつ′を対か■／させ

て、ロクリノギアを刺Llに分割してそれぞれし几11l■ゝl、吏目玉＝二川合させた。

東li】ゝlではカロリンク日用は別1イ‖二、IJhl‥＼1でも9抑lに断絶した。束畑r

は7年問の■凹定的なl▲を経てサクセノ1囲用19－－1024）かhHしたが、l几日

岡ではノルマンの化人の関川に沃粧した力へt′氷か†に選ばれた。こUJl▲・附）

交代の混．1Lに乗しノて、まず凸l川が91川口クリノギアを併たした，だが、ザ

クセンT珊恒ノ＼イ／リ　ノヒⅠ（刑〔）一口：‡（り　は服刷一口タリンギアを専還して束

干l上lのものにした。

アルイナスは962イl伸上1■rコーマ帝国の成、‘／に上って∫．、l伸、1に組み込まれたが、ロ

レーヌは串実lレ）独、Ht国にな1て別〃）道を揖みはじめた〕ホーへノン∵ユタウ

7ェノ干捌潮目138－12別）には‾′′ルザス文化か聞化した。南フランスα）トル

ハトーレ（tIOubとldoul）の㌫轡でミノ不サンク（MlnnPSnng）か、まず、ア

ルザスで′lまれている。また‾アルザスの小し、ストラスブール（1262てい．」教支配

から離脱している）とコルマール（（1（〕Imntl）はトイノ1′ユ　級の文学、絵也、

建築を′1＿んでいる。ラノツヘルツレ）へラソテ（HprrrndN－）－11．andsherg）の

町兄楽の【捌、クリヒrツT－しげ）ノ＼イ／リ　ノヒ（Ii（、1nl】Lhd（－Ⅰ（111ehezucrp）

の『ライネケきっね（RplnnlP11urhs）」．］、コノト7リート・フォン・ノユトラー

スフルク（（ユ0山上・1ed10m StrilSSl）urg）のLJ卜リスクノとイソルテ（TrlStan

undls（rde）」はいずれもアルザスで．†：かれており、、‘叫岡トインを代表する

イ′l．■J．である。あ叫申秘l点者ヨハネス・クウう一　日nhallrl（1HTiluleI）はここ

アルザスで小山を芙き刷日栄遠左理論を紺み、‘／てていた＝廿郊尤ストラスフー

ル大jり1；の且昔はほtl蟻Jには始められている。

このような省力油】での文化の允桓引ま紺．．117照紀まで続き、アルザスは／レネサ

ノスの巾」、地の一′」になった＝クーテンへルク（Gut（、nbprg）細二川J術がアル

、



トーチー『ヱlユ後の授業（Ladern18reclasse）』をめくる諸問題（砂帰）

ザスで卿jJSれた（C1450）的、風刺詩集『阿呆船（dasNarrenschlff）』を著

Lたセハスティア／・プラント（SebastlanBrant）や彼の友人で阿呆船のテー

マを説教にとりいれた説教師カイラー・フォン・カイサ止へルク（Gellel VOn

KaysELrSherg）、『ケルマニア（Germanla）』を書いた叶’〕ケ者ヤーコプ・ウィ

ノフェリノク（tIacohWlmphellng）なと多くの人文」＿義苫たちを／1んだ。）

宗教改・Trはストラスフールの重要性を増す。ここではマルティン・7－ノェ

ル（MartlnliutzeI）によって1；；教改半が1［われたが、交通の要衝でもあるの

で、プロテスタント1什界の外交卜の首都の役割を果たしていた。ストラスフー

ルのキムナンウムの長として教吾史【に大きな足跡を残し、ノユ不一ウから追

放されたノヤ／・カルウァン（Jean Calvln）に大きな㍊轡を甘えたヨハン・

ノユトルム（JohElnneSSturm）なとが溝踊したのもここストラスブpルであ

る。

1（HL紀以来フラノスlルイ14し仕がロレーヌ矧・りに机性的になり、30咋戦争後

のウJスト7ァリア条約（1648）ではストラスフ「ルを除くアルザスをフラノ

スに川合した。このストラスフールは1681年、橋の通行権の保持、析教派天で

の紳flJを条イ′lに仏卜権にl倒人、プラ／スに併合された（，しかし人革命までフラ

ノス‖穴は椎と浸透せず大′、J三・′7校、子」政官圧、卜組成判所ではトイソ‖たが使川

されていたく）

しかし、フラノス亜命以後アルザス・ロレーヌの住民はフラノスへの傾斜を

急速に臓めていった（1，000†1問にわたるケルマン的イム続とl百jじ程度の深い刻

l二日をアルザスに与えるのに、フラ／スはたかたか200叶で事足りた日。フラン

ス亜命では農奴の購放、農地の取得、巾民としての待遇がフランス本ト】とlu」し

ように寺」われた。ここでは、ドイ　ノ的なものは封建的なものとして壊された。

またストラスフールではラ・マルセイユ－スが作られている。ラ・マルセイユー

スはストラスプールのライ／粧屯隊の軍歌として、その将校クロワート・ショ

セ7・ルーンェ・卜・リールによって1792咋4日25L」作曲され、1795勺二71ヨ14

川月歌として認定されている。かくて、フランスヰ命の週札】で、ここはフラン

ス革命の，一指ノンホルと轟rt．合してナノヨナリスムが高まり、フランス国家への忠

誠が誓われるようになった。

、



トーチt F上lよ後の授業（LadUrm18reelasse）』をめくる．済皿題（砂帰）

したがって、この地域のトイソ化は】ブラ／ス・1㌧和こ封する氾讐■■．という′l′1

椿を持たさる与えない。たから、1、－川、戦写－（1日7（ト1即日　で勝利し、こともあ

ろうにうち負かしたフランスの象徴ともいうへきり∫ルサイユ冊投U）「鏡の聞」

で成立式典杏子Jった】トイノ帝匡日はフランクフルト相和会日義（1871年5日）

で、アルザスを猪圭子■上した〔〕これは仰」ヒスマルクか主張したと．∫われているか、

′実はここはパリ攻■勘）際、絶好のl帖払拭地になるという全くの叩・出札哩山から

ぜ部か1張したということのようである。

討吊口会議の結果、フラノスはアルザス合郡と＝レーヌの軒l′分を剖‖表したう

えに、50億フラノス叫rt余を．．果せられた（トーチがハリの新川l「レイJヌマン』

に「最期の授業」を掲賊したL引まこれU目性1年後）。こいtljHを怖くするた

めに、政府は1872咋7日、30億フラノの公情を揖脹したか、こびJ2州現出矢を

ll、l民的履辱と感した巾民連が殺到した、）糾】比、労苦は約1珊1に止した」照常尤

愛圧圧、（旬日一陽かゝhJれた。

なせこの煩愛l玉l心の高槻がみられる上うに左■ったか‘J

i一律、■日長等までは‾アルザス・ロレースは独仏川でそれはとIJl．」題にならなか一一た。

それかl甘凹と正識されるようにな－）たり）は次の「上うな・1州があ一）たと考えられ

る。

17、1机l紀の絶対　＿義引臣　ヨ一口ノ′、では、フラノスの止しノ＝購潤ノバ　は

榎越した存／lであノ〕た。ナポレオン戦や」机でもフランスはプロイセ／を相成に

は感じなかった7－であるし′

ところか、晋仏■戦7－で、7う／スは11司内のJ又附にl陳を抑えされず」l、柏制（第

3）に向かってい）た。これに対し、トイツではプロイセノを小心にトイツ用

図・を設、■／して、座業の発旭丘押し進め、ヒスマル牛の「鉄血政策lで資本1義

rl′J矧昆び）道に突進むという女川riLJl′Jノル」に進んだ。中り、この戦竹を塙に、トイツ

は人目においてヰ）フラノスを凄丹三し、フラノス叫lにはトイツは留戒とLl火るに

干ったし，だからフラノスでは殊吏トイツに対する復1－隼　日で川m－h（、）がパ∫たか

く叫ばれた。たとえは、ハリ・コンコルト止、場のストラスフールの女神像には

一一日も欠かさすと紺■叫仁かささけられた－　また、川7（川かLJlHR的までに「ア

lH）



トーテー『描安の授業（Ladernl611cclasse）』をめくる。苦悶」足よ（砂惧）

ルサス」という表題をもつ＝川椚勿の総数は約2，000にのはるが，そのなかでもっ

とも行宮で良恥こわたって人気を博したのか『最期の授業』であった。

アルザス・ロレーヌr川トトを併合したトイツ帝国は、この地方を軍部の墨引WJ

ll■†墳卜におき、†l民の自治を認めなかった。ヒスマルクはただ叩事咽な見地か

ら、常l玉lの両部国昭の安定、トイツの安今のみを図ったたけであった。たから

この州日の目民たちは帝国の統治には敵意と不信を泡いただけであった。

ふいノJトイツ政府は住民にフランス国籍かトイノ匡梓の選択を求めた。1872咋

10ノ11日柘汀lでフランスLkl籍を求めた晋164，633人であったが、日日司を強要さ

れると、美際にフランスに出たものは5万人余であった。このあまりのせっか

ちさなトイツ化政策はいたっらに住民の反発をかうたけであった。左脇として

1別11いイツ相月政府は邦分的日清盲認め、アルザス・ロレーヌを邦（Land）

に折柄させ、邦憲止が制定された。しかしアルザス・ロレーヌは完全に独、ンし

た邦とは認められず、fl5議会の可決した法相も□帝の拒否権の卜にirr・■r【かれた。

柑14年の第一一次大戦はアルザス「川題のオ盾をアルザス人たちに突きつけた。

l力8　－人のアルザス・ロレーヌ人がトイツを去ってフランス増に加わり、22

力のアルザス・ロレ一一ヌ人がトイツ軍に動nされた。しかしアルザス人はトイ

ツからは「フランス堅躇β」、フラノスからは「プロイセン人」と見られ、いず

れの門から卓）†∩用されなか1た。たから、仏領赤道アフリカ・カボンで医療活

動をおこなっていた7ルヘルト・ン∵ユハイツ7－（彼はトイツ統治け封一℃にカイ

ザーヘルク（KalSerSberg）に生まれ、ストラスフール人一丁で門下と抑’ノーを苧

んた神ツおよひハソハ研究の相成。しかし、1905勾三から医学を学んでフランス

植民地カボンで原住民や診療に、一1たっていた。）は1917年9月フランスによ一〕

て捕硯として逮捕・収容されている。さらにil貯訓瑚始とともに、3，000～」，000

のアルザス人が逮捕、拘禁、追放されているし、新川の検l規もl瑚始された。

しかし、戦竹夫期きりぎりの1918年10日、トイツ′けl耳最期の肖相マソクス・

フォン・ハーテンはアルザス・ロレ一一ヌの「！治を認めた。しかしあまりに遅す

きた。闘帥）機構も樅城も備わらないのに、終暇（1918－11）を迎え、トイソ

荷匡＝ま脚稟し、アルザス・ロレーヌはプラ／スにJ来った。

1918咋1川のフランス里のアルザス進攻は、作民を往乱狂喜させる。もとも

－120－



トーチ一mL迂如授業（Ladernl¢rerhSSe）』をめくる講問題（砂帰）

と、アルザスは小隊の情宮地に使われた。アルザスの辛帰、ウ∴十一一ソユ叫日々

には、フラノスJjとの地力よりも多勧明城リー用、ある（、ここには、フランスか外

囲かのいずれかの兵lをけ∫わなかっ甘夏は左い。相次いた■11的トで、略尊、爆撃、

廃墟のないアルザスの郡111はない｛）ここではH人種のl虹か雷に混入した。かく

で豪放の分断、fH戦う豪謹上睨走拝を′受けいれる家肱、追い返す父親なとの悲

劇は枚挙にいとまがなかった。

戦後には種々の情≠描細り両が．鋸r⊥■■された（l敏雄張りノバ裁1′州、人種、l′り別拭判

所、特別公上く裁1′り所屯と）。1椚01日【作のアルザス人は5lr・lも【t吊浩を変むさせ

られている。

さらなる悲劇は19朝年からのナチスに上る．1．；■rlである′，ナチス・トイノはケ

ルマンの「lrll」の利l言し1を作り上けて、アルIfス人を対フラノスLl∫拍上に駆り、■／て

た。一力では反ナチ祇杭運動で14力人ヰ）U）アルザス人が酢帥l冥細机こ送られ，

ており、471人が兵役を侶召してフランスに逃し（ノ束旅を含めると‖万5千人）

している。

1945く1、「lnL」と　h慄」をガ、fJするトイ　ソ人かLJ附Jkされたい【J、アルザス

人は11分の「Lr】し．ヒ「∴葉lを憎んだr，「血」をHliすために命を絶っパ、「lrrl」

を薄めるためにフラノスl人」仙人とたけ轟．1，椚しようと‾ヰる君、Ilrltlをかくすノ与

に、忌まわしいIlf】t」の址である宮を変える省か出た〔〕かくて19（i糾頃、アル

ザス語は♯美l瀕死状態であ1た。

このアルザス人のl机のにじむようなコノプレノクスに一冊狛巾をかけたのか

フランスの文化・て千，，佃女策であー〕た。小ツ校はもちろん山等教肯戦闇でもトイ

ツ語の便川は禁山された。断「川もスポーツ梱、」’佃「りけ記l1日まフランス語たけ

であった。‘ト什H凧．ナナはフラノス訂げこけであったL〉1ナチス川代のマイナスを取

り局すため」のこのような茶番劇は■肘掛を絶望的にしたたけであ√－た。

アルザスの六．吾礁祝を槻仙しておこう。川述J）ように、アルザスには紀7亡5

1け紀ヒ白よりケルマノ系の2種族、dたわちフラノク人と‾7レマ／人が定イiLたし）

フランク人はモーセル川とヤール川とアクノー（トイ　ソ．．〔でハーケナウ）、ウィ

サンフール（ウ1イセノフルク）を小心と弓る地域に、また‾了レマノ人はライ

ンノ．岸スイスl刃噂までの地域に日んでいるJ　′ナHの－」レ一・ヌIHとハ・ラノ

ほ1



卜‾デ【『最後の授業（Ladern181へC。asse）勺をめくる謝り題（砂原）

（Bas一尺hln）県」ヒ郡がこのフラ／ク人の．謙二ライン・フランク語か喋られて

いた地域であ1た。一方オー・ラン（Haut【Rhln）県が7レマン人の言語＝

アレマン．．J†が．．．丁．されている地域であー）た。

このライノ・フランク言．JHまフラノスのトイツ語系ロレースのモーセル

ル1（）S刷e）ビ■と、トイツのラインラント・プファルノ州、ルクセ／フルク、ヘ

ルキーで川キされ、アレマン‖吾はトイツのノ、－テン地方、ハーテン・ウユルテ

ノヘルク州、アルコイ地ノノ、スイスのトイツ甜軋リヒテノンユタイ／公川、

オーストリアのフォアアールへルク州で川モされている。

漕通ハ・ラン県とオー・ランド．とをまとめてアルザスと呼ぶが、この地力に†i

む約15仙人のフランス国民の約70％は人言が僅舶でき、話せる。そのうち約

95％がアレマンし．J‡、5％かフランク語を‖1しているそうである。

フラノクL・廿や7レマン語をひとまとめにしてアルザス詔といったり、あるい

はFl1にフランス‖穴に対して「．打㌻」と呼んたりしているので、少々ややこい㌧

しかもこの「つ′ルサス語」はアルザスの北から南までlnjじ帰語でないからます

ますややこしいし，か少なくとも、7ラ／ス語とは根本的にりⅠ代車明弘．たで、フラ

ンスり否がラテン‖rtの言出本系であるのに対して、アルザス浩は．とり也トイツ語

（これかトイツの標準煩詔、たから松準ドイツ語）の．ru／㌻体系に屈している。

彼らは】9111紀初めからはフランスの初等義務数百をうけていて、はとんと寸

へて叫i民はブラ／㍉語も話せる　重言語使間者である。

1錮（叫漑凝詔朝情ではアルザス全域でアルザス日か㌢揖語と弓る月は72％、フ

ラノスL・／子を批Jlとうる君22％となっている。（この数十には地域差がある。）農

村部かアルザスU．牛をよく残し、郁会ではその比率は低い）。

この地域にはフランス語、トイノUだ、トイツ。．′‡の方．1であるアルザス．∫／トある

いはアレマ／言．牛刀33つの［語が梓川に巾なりあっている。アルザス語は日常

化（LrmだangSSpr・aぐhc）として使われている。しかも7レマ／‖子吉は3世紀以

来1，70011刑、ライノ・フランク日．′†は5L吐紀以来1，500旬刊日．．．モされてきた。それ

はトイツ．語カ、トイソに普及し始めるよりも1，000仙川、フランス語がアルザス

に入るよりも1，20（川前である。）

アルザス人の洲－90拍公的生清で7ラ／スし．吾を．盲．1し、アルザス語はイ了民の

122－
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3分の2机講せる。トイツ浩は†1民の師－6∩％机．．干せる。しかしRき．一葉であ

る標準トイツ。．′丁はIlに見えて使われなくなってきているのか馳1人である。

彼らの方言はアル可スの叶■J異な偶作の根幹をなし、アルザス人の囲f】な精神

をはくくみ、そのイム経と文化をナ伽成してきた。彼らは日らの／相か危機的状況

に陥るとっねにノJ．1に砕11ったr）力．にそ彼らの√川一の上り両であった。その証

拠にアルザスには方言で．lFかれた豊かな史学（ガ∴劇、ノJ．了詩）が1世紀木嶋

からあり、連綿として受け継がれてきている。

そこで、】968年の5ノ1・1■・命の時、ストラスフール人′、〕二期受カプリエルを小

心にルネ・／ノケレ協会（CelCleR（）nd SchlCkele）が丁．是、■／され、季lりの会報

‘‘LandunSl）IOCh，LesCahlerSdulilllngulSnle”をたして、アルザスとモー

セル娘の　重∴‖た叫・山川を肘二「】にr．1躍している。fl支眉紀久、mJににらまれた

が、現在は会H約2，州0省で、事務紬はストラスフールにおかれている。協会

の名称であるル不・／ソケレはアルザス生まれの　川J仙川賞であった作家

RenさSchlCkele（1醐31940）からとられており、、」′柁教台で腔坤トイツ㍍の

授業を衝．1させるのに成ユノノしている「，

南仏で生まれたトーチー（1870－97）は、J川、戦ノ√】で愛川的本能が呼び覚ま

され、パリ仇敵〃）ため叫刷坊ノ巾こ参力IlL、その繹順をもとにハりで『川刷物詰』

を執筆したし）これはパリの読省を州丁に、フラノス語で．11かれたし）それはその

頃急速に台頭してきた反プロノアへの大きな流れのなかで人成功を収めた。

彼は南仏．．吾をり‖穴として召ち、、【1状純友プレナリ　ノク・ミストラル（lR30

1914）の南仏．語文で運動を知っていたは弓であるし、その運動のIllでアルザス

の現扶　熟知していたのではないたろうか。その彼が、授業J）fl川」に7メル尤

叶に言わせた．1葉『ある民族が奴隷とも｛ても、そ（ノ川ゝl．．汁を保）ているかきり

は、その牢獄の艶を掘っている上うなものだから、私たちのあいたでフランス

‖／†を上ぐ、Jって、決して忘れてはならない．日い用）という∴葉は、ミストラ

ルの言葉を典拠としノている。（フランス詔用如こはミストラル〃）次び）ような言葉

が欄外のriとして加えられているし，

SllltlCntSalangue，lltlOntlnr16qul，dPSSeSrhainps，Led6llVre
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ミストラルはフランス国家語の楓山こ杭して、カタロニア語やフルトン日．r帖

ととの連Hを意識しっっ雨仏日タラ（オクンタン語－ラテン語から派生したフラ

ンス語やイタリア‖た、ボルトカルU吾ときわめて近い言語で、フラノス仝lの

分の　で他用されていた）を‘、」るという決意を、この．子葉で表叩Lたわけであ

るて）だから、この「′「師）鋤」発口はアルザス人がアルザス方‥喜一、」り、育て

ようとする運動を鼓舞するためにこそ用いられるべき言柴である。卜【テーは

これを逆用して、アルザス語を使川しているアルザス人にむかってフランス‥、†

衷訂出汁出刃を‖妃致して、バリに作む読剤こ受ける形にねじ曲げている。，

、‘川‡のアルザスの．川／状況から考えて、1871年ではアルザス人のり語はまた

しっかりと根附いていて、プラ／ツイ†の母言．巧はトイツ語系のライ／・フランク

・・Jlであ1たし、多分アメル肘七山身の枇′沌そうであったろう。そうすると、

ミストラルの「牢獄の鍵」論は、プラ／ス語についてでなく、フラノツ〃の母

U・‘iアル」トス詔にこそこ■1てはまる。，「アルザス‖穴を‘、トている限り、U己断故の

鍵を粧，ていることになるl、と使われるべきだろうく）とすると、トーテはア

ルザスの瑚未を佃托して、彼らの対語を勝手にフランス国家U侶こしてしまって、

囚豪語の使［Jを説き、トイツへの敵悔心を燃やし紺ナるためのプロパカ／夕と

して友人ミストラルの言葉を悪mLたことになる。

このような代祝を帯貴に、日本での「㍑期の授業」の問題をuてゆこう。こ

の卜‾テの作【■r【■■を描彿こ日本に紹介したのは森鴎外で、トイツ言たか晶け重肌で

蟻川糾別という題で．読点新「用に減っている（1889年、［月治22年）。次は19り2叶

川佃3昨）「附小目削　3月引こ「をさな心」という題で紅葉山人（他崎紅葉）

と批　ジさし一の　人か、英文からのホ訳という形で子Jっている。：う捌」は】904fJ

（明汗㍑71日51日川の路ノ」」相川に、J．卜　仲が『最終のお約．1．』という題で

のせている。

『月曜仇．′†』仝イ本は1936年川冊Jl什）桜‖佐訳が‡■価丈博に月捏）入れられ

ている0　これは名訳のはまれ届く、1959イl（昭和鋸仰）折】′、断かなに‖川▲さ

れ、22刷で改版され、現／lも版を・玉ねている。

国語教科．■トの採JlJは1927叶川侶‖2咋）ニ什榊）小学校教科告『断棋川文

】21－－



トーチー『Jl支後の」・受業（1．il（lplnl貞rPrlass（、）』をめくる溝拙題　目酬眉

読本』かIl支初である。そこでは「フランス萬歳＿l U）長題で収録されている。本

稿との関連でrllけノ＼きr■しは、後でも触れるか、煩文で1今あのトイツ人たち

にこう言われても仙人ありません。〉　とうしたんだ、〃たちはフランス人たとい

い貼っていた。それな〔ノ＝こ11分の∴某を‖舌すことも．】‡くこともできないのか！l

の卜線部分が「フラノス語か丁けらLないのにlと改変されていることである〔）

田巾克樗教授の指摘を待つまでもなく、LHのり．∫Jl、アルザス．。．一沌詔せないな

んてことは考えられないJ）で、鋸帯かその辺のことを考えてパき改めたものと

考えられるたろう。肘川洲一郎教授は「これはときちんと日り後を見通して改イノr

した教付文は、戦後の教材を1励て、これ以l勘二は十川L／い、l（p81）と指

摘しておられる。

1927年に＝服されたIH摘沌’lkは』n‡文frl■HlⅧ雄、戦目■f体制か励ま「て、

文郎省か「申7校教授要「1いの改．．ほで1椰類の教科八があるが、そこでは僚

題の日立制の授業＿トを採川している。1鋸川（m相16）からは一切の外国の素

材や外【1】の人物は登場しなくな｛た。いや、教科川すらも消えてしま←）た。

戦後は、1952年　川川127年）光小津礼†棋申′＝州軋．nJl、、j三校r机11『■F愕ll端′1

（．「語編）』に蒼場しているし，それ以来、12ネ125印璽rlの教川詔にf封目され、延掲

載坪数（私蔵隼敗に狙職されている教日出の相即微音かけあわせたもの）で見

ると8番目と〃）ことである（この純‖lはり川は41トから6日日生までであるが、

「最期の授業lは1972イl（昭和47叶）で申十校教利．」‡から強電用■jしているので、

掲職されていた約20†刷りの人公使はも1と晶か1たと．1うへきたろう。）（府川、

11134）

小一〕二校では澤場はやや遅く195駒　川胴＝31咋）からであるか、その内容は脱

文とは大分離れて、脱文では黒板にフラノスノノ歳と．L：いて終わるのに、小ヴ校

の教科．J‡では、例えは全日起、■／してフランスlk像を状一）て、その声・は速く村の

ワ戸に流れていきました、とかえてある，

1971イ†川胴Il4（i）以l隼は小で校J）fi剖以l、1977てl　川川1152）から1979圧

（ll桐日54）までは小′－㍗lu）別）ワiり亘くかこU）川沌教科．Jjで読んだことにな1てい

る。だが、申′7校教不llI1からはl耶21川畑ト17勺）に、小′下條教科．1からは

1985句　川†和54隼）に消えた。わ1用■jえたいた′）かし，

125
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そのためには、戦後の教科書での　コ最期の授業』の扱われ方を見ておく方が

艮いたろう。

戦後の授業の特徴は教科かはそれを正確に、まること理輌しなければならな

い里典ではなく－－、学習者か自分の問題意識せ広〃たり、知識を求めたりす

るためUJ材料集という††格を持っことにな－）た。そこで、その学習のHコてを

明椎にLなければならないとして『甲元（umt）．』という概念が導入された。

だから、その教材はとういう甲ノしのなかに付■∵■lっけられているかがlM掛こなる。

『最拘叫・受業』は14教科出中「文学作品」の甲ノ」で扱われたのは7教科吾、

「【土l浩愛7という単元で扱われたのは5教科書となっている。本稿に関係する

のは勿論＝凧．軒家」の中元である。そのなかの2教科苦のみを見ておくと、愛

育社胤日日■」‥ゝl．浩』ではrL邸との愛鷹と改良」という甲ノしで「最期の授業」、

「lll言．′ナの改山」、＝舶浩のなりたち」「わかりよいことばで」「同語と国民性」、

「L一石しても吾いても」の6教榊か配されている。この単元の■F柑†には、この甲

ノしのぶ図としてl一同の脛史はその国のことば－l玉1語によって伝えられ、国

1むはl旦語によってl堅く結はれる。まことに国語とは縦に横に蛸を結ぶ7日である。J

Jとなかな搭調の高い文草がある。

もう　▲′りと州Xltl‡の「総合■l■等新国語」は「ことばをみかく」というril花で、

用‥と共通語にふれた作文と、・H常の言葉を反省した随筆」と一緒に構

成されている。「ことはをみかく」で共通語の必砦性がコミュニケーン′ヨンの

lリ椚化の促進という観点から述べられている。とすると『最後の授業』のイこ捕1

つけは人体想像できる。

1975叶机ンい．1．．性rmに蓮実両度教職は「日本語論から．i．．吾rl′」実践へ」を

占き、lアルザスでイJ二統的に言．1され、現在もH常的に流通しているのは、一般

にアルザス語と呼ばれるトイツ浩系の〟言であり、【l［界的な少数民族擁護の運

動と仙呼応Lつつ．1．′1一芋音がIlにしはじめた地方語（1angllelきglOnales）の

つである」と7ル‾リス浩のJJ上■■■かれている浅沼扶祝をl鞘裾こしたlで、（アメ

ル先′トがノl従にフラノス．．爪をノ、」れととくことは）アメル先生は「アルザス人に

仙人の．，葉を、甘】．巧として強制する力Il′∴者」にな1ていると批、r′目して、この間

12〔）



トーチ一　m後叫′遥某　日」adplll16†edahSP）』をめくる講Iu聞く他Jl：り

題の本暦を厳しく糾弾している。

これに対して、教fl．1沌出版している北村山販社烏、1980咋檻に改uJされた

教杵鼎こ、次のような畔説を付け加えることですまそうとした。

「ァルサス〃）人たちは、もとはほとんとトイソ人でしたか、ll、l民を無視して

独断で行うトイツ（、■州はプUノア）の政桁から心か離れていました。ひとび

とはフラノスの言葉や制度を女川するようになり、フランス国民として／L漬し

ていました。フランス，一作をLH〉たちU）rl葉として勉強していたのです。〉」度そ

んなとき、両匝†の「乙iJで絨／卜か好はり、プラ／スか敗れて、アルザス・ロレース

はトイツの価lに左りました。このイ畑】．は、そJ）‥■1後の物．．．′げ⇒‾‖トイ　ソ人で

ありながら、フラノス人でありたい、トイツにJ来りたくないというアメル先生

をはじめアルザスの人々レ）ことを、†′l和は7うノツい日を適して描いています。

こういうlけ代の†1．し．．け二ということに気をっけて読んで見ましょう」。

この紀，果アメル兄／【はトイツ人でありながら、フラノス国家をH敬する人物

になり、アルザス人は廿乱．否としてはトイツ．．八を帖いなから、日常山′丁でないフ

ランス語を1附加こ選択し、それを勉強していることになるくつ小」丁ともJぅ妙なこ

とである。

これに決定的烏こ　日射非」をあたえたのは川中左店教授の「ことばとl毛†家』

（岩／l相子．1‡1981年）である。敗憎は、まつ「一川1はJlH象「1′J仁も〃）で、真にこ．ちせる

言葉は「ノ7．－1であり、［k「衣がイ′rる際軋．／ナとり川日には価帖の優劣はない、とし、

万言はLi．「される」ものであり、文ノJ′’で【ljくことは、　次仙こイ＼Jけノ州わったに

起きない。そのん．÷とは付の胸でl川いた「廿，千もlであるU　とLり1快に規定してい

る〔－

たのに、lトーチのこの餌編は、11イゝでは＝■ゝl…一丁愛lを‖氾くためのイ云経的な

教材にイl、rrlけられているか、そひ）酢J雄J膏Hを考えてみると、これはと川

題を含む作．■‖T】はないr　　7kfIの∴詔押＝二にも関わらず、いまなお70％がトイソ

語（あるいはアルザスし．ごり　をUu．一丁とするイi民において、l母ll㍑里　としてのフ

ラノス語を「牝んでも専われまいと決意するl（刊上、とう考えても巧妙な、つ

Lノ→まのあわない川1でJ）るく　その決意ができるLノバま′メル兄畑だけである1

（Ⅰ〕50－52）と‘夫に‥付に珊態を指摘した。
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トーチーrJl蓑後の授業（h＝hI1161日1ussc）」を〆）くる諸IH】題（抄蠍）

さらに、Il仲教授は続ける。「翻少なことは、「最期の授業」はまさにH本の

アノア侵略のさなかに「同語愛」の昂揚のための格好の教材に川いられたとい

うことたり　その国語要Ⅵ′占揚者たちは、たとえは朝鮮人のHlI詔愛」には一想い

もよらなかったのである。Lかしこの奇妙さは、戸う言．巧的背景であるアルザスに

棚†を、7ラ／スに日本を入れかえれば一一挙に消え去るのである。

日本のアメル1rL′lにとって、朝鮮は11民であったのだから。このように考え

をすすめていくと、「最柑Jの授業」の母国受かとのような件貫のものであるか

かありありと姿をあらわしてくるであろう。背景をよく考えてみると「昂潮の

授業」は、∴語的支配の独吾をさらけ日比た、文学なととはl対係のない、植民

片町政治的煽川明一編でしかない。j（1－127）

肌さを専い1ノ隠三／を人知にせよと説くアメル兄／lの滑槽な役割は明陳にえ

くり山され、物語の√盾はいかなる弁解　粘い隠せなくなってしまった。

かくて、この帰点で　ネ寸が採用していた「最肌の授業」は19紳l度板の国語

教科「てから姿をriljしてしまった。

非．・話に伸昧ある後日談を酬一教授はれ波打．堰）「l射11（1982年6Jl－り一p20）

で†ムえている。IlI巾教授は「『ことばとl甘家』に対して、文刊′Hを軌をっ

けて標目売みするものではないという批判があった」と述べているか、それより

も興味があるのは、Hi」述のように、この「最期の授業」で矛JRしているとされ

て、l－りゝでも既にll銅口初別の中学教拙1三で行われた文の幡lFか、実はフランス

でもfJわれていることが日月らかになったことである。『ことばとl甘束』では

【トイノ人たちにこう言われたらとうするんだ。〃たちはフランス人だと占い

は1ていた。たのに〃たちの言葉与川1すこともプ1くこともできないではないか

と日l）125）というふうにアメル先住の「葉をり日日しているが、この卜線部は

「フラノス．．／†原文ではllrer（読む）となJているので、間違っている」、との

指摘が、ある読晋から教授にあった。

読む力は人l廿が長上て　次的にJナえられる能力、これに対して話す力は誰で

もできる本源的は能動的な行為。り浩であるかとうかの決め手は、あるi．，吾＝

万言を上とみなく．‖「．せるかとうかである（）だからトーテが「読む】という表現

をしているならは、いよい上トーチの文草は御少にな一）てくる。
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トーテー『抽象の授業（Ladern沌reclasse）』をめくるr．親閲＝砂1揖）

ところが、日中教授が調べたl限り脚r】erとなっている。1936年一以来続く㍍

波文雌は「．】吊‾lとなっており、多くの吾鞠は「．．．干すlであノつた。そこでHllい

教授か手紙の土にmい代わせると、彼の川っている本LIVredepochct（1980年）

では、たしかにllrelとな1ていた。Ill「†「教授は榔l新l用の夕1り版（1982　4．

8）にこの「最期の授業」の改変の事情を教えてほい、と訴えた（教刃として

のr最期の授業」）が、†」力／封17紬まなかったようである。これはとうろえる

へさか。やはり1時のアルザスの状況かしら出て、またアメル先残、これも

Ilamelとアルザス的＝トイツIrl1J子／証」を採川して、Jlフランス「l′J細目11をたし

ているが、アメル尤／1の．．葉を「日．1す」とすること〃〕無理を校l「告ぐ？）か感

じて訂正したのかもしれ互い。l＝申教授は巨つじつまあわせlと断じているか、

それほと岨里をした竹八．】】であったわけである。
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